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戦評

	投手戦で始まった試合は３回表、先頭打者の苫消協８番山田がライト前にチーム初ヒット、そして盗塁を決め、ノーアウトランナー２塁の場面から大阪市従労の２回のパスボール（エラー）により、ランナーが生還し、１点を先制。１死後、１番中村（忠）が内野安打で出塁し、盗塁も決めた。その後１死１、２塁の場面でキャッチャーのエラーにより、２塁ランナーが一気にホームへ、２点目を上げた。
　さらに４回表、四球で出たランナーが送りバントとエラーの間に３塁へ進み、ワンアウト３塁から７番信本がセンター前のヒットで追加点を上げた。
　６回裏、３点を追う大阪市従労３番西田にエンタイトル２ベースを打たれ、その後ヒットとエラーで２点を返された。
　７回表に２点を追加し、５－２とした苫消協でしたが、その裏に大阪市従労の粘りを見せられ、１点を返されたワンアウト満塁の場面でサード中村（忠）のファインプレイ、そして最後のバッターを三振に仕留め、時間規定により試合終了、準々決勝へコマを進めた。


